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各学年の内容 Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び

１．２年 ３．４年 ５．６年

Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び Ｂ 器械運動 Ｂ 器械運動
低学年の器械・器具を使っての運動遊びは，｢固 中学年の器械運動は，｢マット運動｣，｢鉄棒運動｣及び｢跳び箱運動｣ 高学年の器械運動は，｢マット運動｣，｢鉄棒運動｣及び｢跳び箱

定施設を使った運動遊び｣，｢マットを使った運動 で構成され，回転したり，支持したり，逆位になったり，懸垂した 運動｣で構成され，回転したり，支持したり，逆位になったり，
遊び｣，｢鉄棒を使った運動遊び｣及び｢跳び箱を使 りすることなどの技に挑戦し，その技ができる楽しさや喜びに触れ 懸垂したりするなどの技に挑戦し，その技ができる楽しさや喜び
った運動遊び｣で構成され，様々な動きに挑戦し，ることのできる運動である。 を味わうことのできる運動である。
それらができる楽しさに触れることのできる運動 低学年の器械・器具を使っての運動遊びの学習を踏まえ，中学年 低学年の器械･器具を使っての運動遊びと中学年の器械運動の学
である。 では，器械運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，習を踏まえ，高学年では，器械運動の楽しさや喜びを味わい，そ
低学年では，器械・器具を使っての運動遊びの マット運動，鉄棒運動，跳び箱運動などの基本的な動きや技を身に の行い方を理解するとともにマット運動，鉄棒運動，跳び箱運動
楽しさに触れ，その行い方を知るとともに，回転，付けるようにし，高学年の器械運動の学習につなげていくことが求 などの中学年で学習した基本的な技を安定して行ったり，その発
支持，逆さ姿勢，ぶら下がり，振動，手足での移 められる。 展技や更なる発展技に取り組んだり，それらを組み合わせたりし
動などの基本的な動きや技能を身に付けるように また，運動を楽しく行うために，自己の課題を見付け，その解決 て技を身に付けるようにし，中学校の器械運動の学習につなげて
し，中学年の器械運動の学習につなげていくこと のための活動を工夫するとともに，きまりを守り誰とでも仲よく運 いくことが求められる。
が求められる。 動をしたり，友達の考えを認めたり，場や器械・器具の安全に気を また，運動を楽しく行うために，自己やグループの課題を見付
また，運動遊びを楽しく行うために，簡単な遊 付けたりすることなどをできるようにすることが大切である。 け，その解決のための活動を工夫するとともに，約束を守り助け
び方を工夫するとともに，きまりを守り誰とでも 合って運動をしたり，仲間の考えや取組を認めたり，
仲よく運動をしたり，場や器械・器具の安全に気 場や器械・器具の安全に気を配ったりすることなどをできるよう
を付けたりすることなどができるようにすること にすることが大切である。
が大切である。
器械・器具を使っての運動遊びについて，次 器械運動について，次の事項を身に付けることができ 器械運動について，次の事項を身に付けることができ

の事項を身に付けることができるよう指導する。 るよう指導する。 るよう指導する。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに， (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解すると
知 知るとともに，その動きを身に付けること。 その技を身に付けること。 ともに，その技を身に付けること。
識 ア 固定施設を使った運動遊びでは，登り下りや ア マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技をすること。 ア マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を安定して行
及 懸垂移行，渡り歩きや跳び下りをすること。 イ 鉄棒運動では，支持系の基本的な技をすること。 ったり，その発展技を行ったり，それらを繰り返したり組み合わ
び イ マットを使った運動遊びでは，いろいろな方 ウ 跳び箱運動では，切り返し系や回転系の基本的な技をすること。せたりすること。
技 向への転がり，手で支えての体の保持や回転をす イ 鉄棒運動では，支持系の基本的な技を安定して行ったり，そ
能 ること。 ※基本的な技とは，類似する技のグループの中で，最も初歩的で易 の発展技を行ったり，それらを繰り返したり組み合わせたりする
ウ 鉄棒を使った運動遊びでは，支持しての揺れ しい技でありながら，グループの技に共通する技術的課題をもって こと。
や上がり下り，ぶら下がりや易しい回転をするこ いて，当該学年で身に付けておきたい技のことである。 ウ 跳び箱運動では，切り返し系や回転系の基本的な技を安定し
と。 て行ったり，その発展技を行ったりすること。
エ 跳び箱を使った運動遊びでは，跳び乗りや跳
び下り，手を着いてのまたぎ乗りやまたぎ下りを
すること。

ア 固定施設を使った運動遊び ア マット運動 ア マット運動
固定施設を使った運動遊びでは，その行い方を マット運動では，その行い方を知るとともに，自己の能力に適し マット運動では，その行い方を理解するとともに，自己の能力

知るとともに，ジャングルジムや雲梯，登り棒， た回転系（前転など）や巧技系（壁倒立など）の基本的な技をする に適した回転系や巧技系の基本的な技を安定して行ったり，その
肋木，平均台などで，いろいろな登り下りやぶら こと。また，基本的な技に十分取り組んだ上で，それらの発展技に 発展技に取り組んだりすること。また，選んだ技を自己やグルー
下がり，懸垂移行，渡り歩きや跳び下りをして遊 取り組んだり，技を繰り返したり組み合わせたりすること。 プで繰り返したり，組み合わせたりすること。
んだり，逆さ姿勢などをとって遊んだりすること。［背中をマットに接して回転する（接転技群）回転系の基本的な前 ［回転系 接転技群 前転グループ発展技の例示］
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[例示] 転グループ技の例示］ ○ 開脚前転（更なる発展技：易しい場での伸膝前転）
○ジャングルジムを使った運動遊び ○ 前転（発展技：開脚前転） ・ 両手と後頭部をつきながら腰を高く上げ前方へ回転し，膝を
・登り下り,渡り歩き,逆さ姿勢などをすること。・ しゃがんだ姿勢から手で支えながら腰を上げ，体を丸めながら 伸ばして足を左右に大きく開き，接地するとともに素早く両手を

○雲梯を使った運動遊び 後頭部－背中－お尻－足裏の順にマットに接して前方に回転して立 股の近くに着いて膝を伸ばしたまま開脚立ちをすること。
・懸垂移行や渡り歩きなどをすること。 ち上がること。 ○ 補助倒立前転（更なる発展技：倒立前転，跳び前転）

○登り棒を使った運動遊び ○ 易しい場での開脚前転 ・ 傾斜をつくった場で両手を着き，腰 ・ 片足を振り上げ補助倒立を行い，前に倒れながら腕を曲げ，
・登り下りや逆さ姿勢などをすること。 を高く上げながら後頭部をつき前方へ回転し，膝を伸ばして足を左 頭を入れて前転すること。

○肋木を使った運動遊び 右に大きく開き，接地するとともに素早く両手を股の近くに着いて ［回転系 接転技群 後転グループ発展技の例示］
・登り下りや懸垂移行，腕立て移動などをする 膝を伸ばしたまま開脚立ちをすること。［背中をマットに接して回 ○ 伸膝後転（更なる発展技：後転倒立）

こと。 転する（接転技群）回転系の基本的な後転グループ技の例示］ ・ 直立姿勢から前屈しながら後方へ倒れ，尻をつき，膝を伸ば
○平均台を使った運動遊び ○ 後転（発展技：開脚後転） して後方に回転し，両手でマットを押して膝を伸ばしたまま立ち
・渡り歩きや跳び下りなどをすること。 ・ しゃがんだ姿勢から体を丸めながらお尻－背中－後頭部－足裏 上がること。

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 の順にマットに接して腰を上げながら後方に回転し，両手で押して ［回転系 ほん転技群 倒立回転グループ発展技の例示］
・ ジャングルジムを使った運動遊びで，登るこ 立ち上がること。 ○ 倒立ブリッジ（更なる発展技：前方倒立回転，前方倒立回転
とが苦手な児童には，低い場所に音の鳴る教具を ○ 開脚後転（発展技：伸膝後転） 跳び）
付けることで登ることへの興味を喚起したり，低 ・ しゃがんだ姿勢から体を丸めながらお尻－背中－後頭部－足裏 ・ 倒立位から前方へ体を反らせ，ゆっくりと足を下ろしながら
い場所を横に移動したりして，高さに慣れるよう の順にマットに接して腰を上げながら後方に回転し，膝を伸ばして ブリッジ姿勢をつくること。
にするなどの配慮をする。 足を左右に大きく開き，両手で押して膝を伸ばしたまま開脚立ちす ○ ロンダート
・ 雲梯を使った運動遊びで，体を揺らして移動 ること。 ・ 助走からホップを行い，片足を振り上げながら片手ずつ着き，
することが苦手な児童には，体を支えて移動でき ［手や足の支えで回転する（ほん転技群）回転系の基本的な倒立回 体を 1/2 ひねり両足を真上でそろえ，両手で押しながら両足を振
るように補助をしたり，少し斜めを向いた姿勢で 転グループ技の例示］ り下ろし，空中で回転して立ち上がること。
片手ずつ動かして移動できるように助言したりし ○ 補助倒立ブリッジ（発展技：倒立ブリッジ） ○ 頭はね起き
て，懸垂姿勢と体の揺れを使って移動できる動き ・ 二人組の補助者は，実施者が両手をマットに着いて足を振り上 ・ 両手で支えて頭頂部をついて屈身姿勢の頭倒立を行いながら
が身に付くようにするなどの配慮をする。 げるときに，実施者の背中に手を当て，ブリッジ姿勢をつくりやす 前方に回転し，尻が頭を越えたら腕と腰を伸ばし，体を反らせな
・ 登り棒を使った運動遊びで，足が滑って登る いように支えること。 がらはね起きること。
ことが苦手な児童には，ハチマキなどを巻いて節 ○ 側方倒立回転（発展技：ロンダート） ［巧技系 平均立ち技群 倒立グループ発展技の例示］
をつくり，足が滑らないようにするなどの配慮を ・ 正面を向き，体を前方へ振り下ろしながら片足を振り上げ，前 ○ 補助倒立（更なる発展技：倒立）
する。 方に片手ずつ着き，腰を伸ばした姿勢で倒立位を経過し，側方回転 ・ 体を前方に振り下ろしながら片足を振り上げ両手を着き，体
・ 肋木を使った運動遊びで，ぶら下がって移動 しながら片足を振り下ろして起き上がること。［手や足の支えで回 を真っ直ぐに伸ばして逆さ姿勢になり，補助者の支えで倒立する
することが苦手な児童には，足を上げてポーズを 転する（ほん転技群）回転系の基本的なはね起きグループ技の例示］こと。
とったり，足を振ってみたりするなど，ぶら下が ○ 首はね起き（発展技：頭はね起き） ［技の組み合わせ方の例］
ってできる運動遊びをしたり，手で支えて移動す ・ 前転を行うように回転し，両肩－背中がマットについたら腕と ○ 上に示した技や既にできる技を選び，それらにバランスやジ
ることが苦手な児童には，高さごとに色分けした 腰を伸ばし，体を反らせながらはね起きること。 ャンプなどを加えて組み合わせたり，ペアやグループで動きを組
場で，同じ色の高さを横に歩いたり，色の違う高 ［バランスをとりながら静止する（平均立ち技群）巧技系の基本的 み合わせて演技をつくったりすること。演技のつくり方は，回転
さに登ったり移動したりできるようにして，取り な倒立グル ープ技の例示］ 系の接転技群の前転グループ技を行った後，ジャンプやバランス
組みやすい場にするなどの配慮をする。 ○ 壁倒立（発展技：補助倒立） 技で方向を変え，接転技群の後転グループ技やほん転技群の倒立
・ 平均台を使った運動遊びで，バランスを保つ ・ 壁に向かって体を前方に振り下ろしながら片足を振り上げ両手 回転グループ技を行うなど，いろいろな技群やグループ技 で組
ことが苦手な児童には，床のライン上で姿勢よく を着き，体を真っ直ぐに伸ばして壁に足をもたれかけて倒立するこ み合わせること。また，前転で足を交差して後ろ向き立ちになっ
体重移動ができるように歩いたり，高さのあると と。 たり，側方倒立回転で 1/4 ひねって後ろ向き立ちになったり，
ころでは手をつないだりするなどの配慮をする。 ○ 頭倒立 本来の終末姿勢とは異なるように条件を変えて技を組み合わせた

・ 頭と両手で三角形をつくるように，両手を肩幅くらいに着き， りすること。
イ マットを使った運動遊び 頭を三角形の頂点になるようについて，腰の位置を倒立に近付ける
マットを使った運動遊びでは，その行い方を知 ように上げながら両足をゆっくり上に伸ばし逆さ姿勢になること。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

るとともに，マットに背中や 腹などをつけてい ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 開脚前転の苦手な児童には，前転の起き上がるスピードをつ
ろいろな方向に転がって遊んだり，手や背中で支 ・ 前転の苦手な児童には，ゆりかごなどの体を揺らす運動遊びや，けたり，傾斜を利用したりして，勢いをつけて回転する動きが身
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えて逆立ちをしたり，体を反らせて遊んだりする かえるの逆立ちなどの体を支える運動遊びに取り組んだり，傾斜を に付くようにするなどの配慮をする。
こと。 利用して回転に勢いをつけて転がりやすくしたりするなどの配慮を ・ 補助倒立前転の苦手な児童には，壁倒立をしたり，跳び
[例示] する。
○ゆりかご,前転がり,後ろ転がり,だるま転がり,丸 ・ 易しい場での開脚前転の苦手な児童には，足が曲がらないよう 箱や台などの上に足を置き，逆さま姿勢からの前転を行ったり，
太転がりなど に太ももに力を入れたり，両足を勢いよく振り下ろしてマットに接 壁登り逆立ちから補助を受けながら前転したりして，倒立姿勢か
・マットに背中や腹をつけて揺れたり，いろいろ 地したりして，足の伸ばし方や回転の勢いをつける動きが身に付く らの前転を行う動きが身に付くようにするなどの配慮をする。
な方向に転がったりすること。 ようにするなどの配慮をする。 ・ 伸膝後転の苦手な児童には，足を伸ばしたゆりかごで体を揺
○ 背支持倒立（首倒立），うさぎ跳び，かえるの ・ 後転の苦手な児童には，ゆりかごなどの体を揺らす運動遊びや，らしたり，傾斜を利用して回転に勢いをつけて転がりやすくした
足打ち，かえるの逆立ち，壁登り逆立ち，支持で かえるの逆立ちなどの体を支える運動遊びに取り組んだり，傾斜を りして，腰を上げたり，足を伸ばして回転の勢いを付けたりする
の川跳び，腕立て横跳び越し，ブリッジなど 利用して回転に勢いをつけて転がりやすくしたりして，腰を上げた 動きが身に付くようにするな どの配慮をする。・ 倒立ブリッジ
・ 手や背中で体を支えていろいろな姿勢で逆立 り，体を支えたり，回転の勢いをつけたりする動きが身に付くよう の苦手な児童には，壁登り逆立ちや壁倒立，ブリッジなどの逆さ
ちしたり，移動したり，体を反らしてブリッジを にするなどの配慮をする。 まで体を支える運動遊びや，体を反らす運動遊びに取り組んだり
したり，友達がつくったブリッジをくぐったりす ・ 開脚後転の苦手な児童には，足を伸ばしたゆりかごで体を揺ら して，倒立したり，体を反らす動きが身に付くようにするなどの
ること。 したり，かえるの逆立ちなどの体を支えたりする運動遊びに取り組 配慮をする。

んだり，傾斜を利用して回転に勢いをつけて転がりやすくしたりし ・ ロンダートの苦手な児童には，手や足を着く場所が分かるよ
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 て，足を伸ばしたり，腰を上げたり，体を支えたり，回転の勢いを うに目印を置くなどして練習したり，側方倒立回転で足を勢いよ
・ 前や後ろへ転がることが苦手な児童には，体 つけたりする動きが身に付くようにするなどの配慮をする。 く振り上げたりして，腰を伸ばした姿勢で体をひねる動きが身に
を丸めて揺れるゆりかごに取り組んだり，傾斜の ・ 補助倒立ブリッジの苦手な児童には，壁登り逆立ちや背支持倒 付くようにするなどの配慮をする。
ある場で勢いよく転がるように取り組んだりし 立（首倒立）などの逆さまで体を支える運動遊びに取り組んだり， ・ 頭はね起きの苦手な児童には，頭倒立や壁倒立などをしたり，
て，転がるための体の動かし方が身に付くように ブリッジなどの体を反らす運動遊びに取り組んだりして，体を支え 首はね起きや頭倒立からブリッジなどに取り組んだり，また段差
練習の仕方や場を設定するなどの配慮をする。・ たり，逆さまで体を反らしたりする動きが身に付くようにするなど を利用して起き上がりやすくしたりして，逆さまで体を支え，体
手で体を支えて移動することが苦手な児童には，の配慮をする。 を反らし反動を利用して起き上がる動きが身に付くようにするな
手や足を移動する場所や目線の先にマークを置く ・ 側方倒立回転の苦手な児童には，壁登り逆立ちや支持での川跳 どの配慮をする。
などして，支持で移動できる体の動かし方が身に びなどの体を支えたり，逆さまになる運動遊びに取り組んだり，足 ・ 補助倒立の苦手な児童には，壁登り逆立ちや壁倒立などをし
付くように教具や場を設定するなどの配慮をす を勢いよく振り上げるためにゴムなどを活用したり，補助を受けた て，体を逆さまにして支えたり，足を振り上げたりする動きが身
る。 りして，腰を伸ばした姿勢で回転できる動きが身に付くようにする に付くようにするなどの配慮をする。

などの配慮をする。
・ 首はね起きの苦手な児童には，壁登り逆立ちや背支持倒立（首
倒立）などの逆さまで体を支える運動遊びや，ブリッジなどの体を
反らす運動遊びに取り組んだり，腰を上げた仰向け姿勢からはねて
ブリッジをしたり，段差を利用して起き上がりやすくしたりして，
逆さまで体を支えて体を反らしたり，手でマットを押したり，反動
を利用して起き上がる動きが身に付くようにするなどの配慮をす
る。
・ 壁倒立の苦手な児童には，肋木や壁を活用した運動遊びに取り
組んだり，足を勢いよく振り上げるためにゴムなどを活用したりし
て，体を逆さまにして支えたり，足を勢いよく振り上げたりする動
きが身に付くようにするなどの配慮をする。
・ 頭倒立の苦手な児童には，かえるの逆立ちや背支持倒立（首倒
立）などの逆さまで体を支える運動遊びに取り組んだり，肋木，壁
を活用した運動遊びに取り組んだりして，体を逆さまにして支える
動きが身に付くようにするなどの配慮をする。

ウ 鉄棒を使った運動遊び イ 鉄棒運動 イ 鉄棒運動
鉄棒を使った運動遊びでは，その行い方を知る 鉄棒運動では，その行い方を知るとともに，自己の能力に適した 鉄棒運動では，その行い方を理解するとともに，自己の能力に

とともに，鉄棒を使って，手や腹，膝で支持した 支持系の基本的な技をすること。また，基本的な技に十分取り組ん 適した支持系の基本的な技を安定して行ったり，その発展技に取
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り，ぶら下がったり，揺れたり，跳び上がりや跳 だ上で，それらの発展技に取り組んだり，技を繰り返したり組み合 り組んだりすること。また，選んだ技を自己やグループで繰り返
び下りをしたり，易しい回転をしたりするなどし わせたりすること。 したり，組み合わせたりすること。
て遊ぶこと。 ［腹を鉄棒に掛けて前に回る（前方支持回転技群）支持系の基本的 ［支持系 前方支持回転技群 前転グループ発展技の例示］ ○ 前
［例示］ な前転グループ技の例示］ 方支持回転（更なる発展技：前方伸膝支持回転）
○ ふとん干しやこうもり，さる，ぶたの丸焼き ○ 前回り下り（発展技：前方支持回転） ・ 支持姿勢から腰と膝を曲げ，体を前方に勢いよく倒して腹を
・ 腹や膝，手でぶら下がったり，揺れたりする ・ 支持姿勢から前方へ上体を大きく振り出して，腰を曲げたまま 掛けて回転し，その勢いを利用して手首を返しながら支持姿勢に
こと。 回転し，両足をそろえて開始した側に着地すること。○ かかえ込 戻ること。
○ ツバメ み前回り（発展技：前方支持回転） ○ 片足踏み越し下り（更なる発展技：横とび越し下り）
・ 体を伸ばし手で支えバランスをとって止まる ・ 支持姿勢から腰を曲げながら上体を前方へ倒し，手で足を抱え ・ 片逆手の支持姿勢から順手側の手の近くに足を鉄棒に乗せ，
こと。 込んで回転すること。 踏み込みながら順手を離し，逆手握りの手は鉄棒を握ったままで
○ 跳び上がりや跳び下り ○ 転向前下り（発展技：片足踏み越し下り） 横向きに下りること。
・ 跳び上がって支持して下りたり，支持姿勢で ・ 前後開脚の支持姿勢から前に出した足と同じ側の手を逆手に持 ［支持系 前方支持回転技群 前方足掛け回転グループ発展技の例
体を揺らして後ろに跳び下りたりすること。 ちかえ，反対側の手を放しながら後ろの足を前に出し，逆手に持ち 示］
○ 易しい回転 かえた手は握ったままで横向きに着地すること。［足を鉄棒に掛け ○ 膝掛け上がり（更なる発展技：もも掛け上がり）
・ 支持姿勢から体を丸めて前に回って下りたり，て前に回る（前方支持回転技群）支持系の基本的な前方足掛け回転 ・ 鉄棒の下を走り込み，両足を振り上げ，振れ戻りながら片膝
両手でぶら下がって前後に足抜き回りをしたりす グループ技の例示］ を掛けて手首を返しながら上がること。
ること。 ○ 膝掛け振り上がり（発展技：膝掛け上がり） ○ 前方もも掛け回転

・ 片膝を鉄棒に掛け，腕を曲げて体を鉄棒に引きつけながら，掛 ・ 逆手で鉄棒を持ち，前後開脚の支持姿勢から前方へ上体を大
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 けていな い足を前後に大きく振動させ，振動に合わせて前方へ回 きく振り出して，足を伸ばし鉄棒を挟むように回転し，手首を返
・ 体を揺らすことが苦手な児童には，腕や頭を 転し手首を返しながら上がること。 しながらももを掛けて前後開脚の支持姿勢に戻ること。
動かして反動をつけたり，補助を受けて体を軽く ○ 前方片膝掛け回転（発展技：前方もも掛け回転） ［支持系 後方支持回転技群 後転グループ発展技の例示］ ○ 逆
揺らしたりして，揺れるための体の動かし方が身 ・ 逆手で鉄棒を持ち，前後開脚の支持姿勢から前方へ上体を大き 上がり
に付くようにするなどの配慮をする。 く振り出して，膝を掛けて回転し，手首を返しながら前後開脚の支 ・ 足の振り上げとともに腕を曲げ，上体を後方へ倒し手首を返
・ 鉄棒上で支えたりバランスをとることが苦手 持姿勢に戻ること。 して鉄棒に上がること。
な児童には，伸ばす部位を助言したり，支持して ［腹を鉄棒に掛けて後ろに回る（後方支持回転技群）支持系の基本 ○ 後方支持回転（更なる発展技：後方伸膝支持回転）
いるときの目線の先を示したりして，バランスを 的な後転グループ技の例示］ ・ 支持姿勢から腰と膝を曲げたまま体を後方に勢いよく倒し，
とる動きが身に付くようにするなどの配慮をす ○ 補助逆上がり（発展技：逆上がり） 腹を鉄棒に掛けたまま回転し，手首を返して支持姿勢に戻ること。
る。 ・ 補助や補助具を利用した易しい条件の基で，足の振り上げとと ［支持系 後方支持回転技群 後方足掛け回転グループ発展技の例
・ 跳び上がることが苦手な児童には，台などを もに腕を曲げ上体を後方へ倒し，手首を返して鉄棒に上がること。 示］
設置して，支持や跳び上がりなどを行いやすい場 ○ かかえ込み後ろ回り（発展技：後方支持回転） ○ 後方もも掛け回転
を設定するなどの配慮をする。 ・ 支持姿勢から腰を曲げながら上体を後方へ倒し，手で足を抱え ・ 前後開脚の支持姿勢から後方に上体と後ろ足を大きく振り出
・ 回転することが苦手な児童には，腹を掛けて 込んで回 転すること。 し，ももを掛けて回転し手首を返しながら前後開脚の支持姿勢に
揺れたり，補助や補助具などを使って回転したり ［足を鉄棒に掛けて後ろに回る（後方支持回転技群）支持系の基本 戻ること。
して，体を丸めて勢いよく回転する体の動かし方 的な後方足掛け回転グループ技の例示］ ○ 両膝掛け振動下り
が身に付くようにするなどの配慮をする。 ○ 後方片膝掛け回転（発展技：後方もも掛け回転） ・ 鉄棒に両膝を掛けて逆さまになり両手を離し，腕と頭を使っ

・ 前後開脚の支持姿勢から後方へ上体と後ろ足を大きく振り出し て体を前後に振動させ，振動が前から後ろに振れ戻る前に膝を鉄
片膝を掛けて回転し，手首を返しながら前後開脚の支持姿勢に戻る 棒から外して下りること。
こと。 ［技の組み合わせ方の例示］
○ 両膝掛け倒立下り（発展技：両膝掛け振動下り） ○ 上に示した技の上がり技，支持回転技，下り技や既にできて
・ 鉄棒に両膝を掛けた姿勢から両手を放し，その両手を地面に着 いる技を選んで組み合わせること。
いて倒立姿勢になり，指先の方向へ手で少し歩いて移動し，両膝を
鉄棒から外してつま先から下りること。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 膝掛け上がりの苦手な児童には，両手でぶら下がって体を前
・ 膝掛け振り上がりの苦手な児童には，片膝を掛けて大きく振れ 後に揺らしたり，片膝を掛けて大きく揺らしたり，足抜き回りな
るように，補助を受けて回転したり，鉄棒に補助具をつけて回転し どの運動遊びに取り組んだり，補助を受けて回転したり，鉄棒に
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やすいようにしたりして，振りの勢いを利用して起き上がる動きが 補助具をつけて回転しやすいようにしたりして，片膝を掛け振り
身に付くようにするなどの配慮をする。 の勢いを利用して上がる動きが身に付くようにするなどの配慮を
・ 前方片膝掛け回転の苦手な児童には，鉄棒上に片足を掛けて座 する。
ったり，鉄棒に片膝を掛けて揺れたりして，バランスをとって回転 ・ 前方もも掛け回転の苦手な児童には，ツバメ姿勢から鉄棒上
を開始する姿勢をつくったり，体を揺らしてから振りの動きを利用 に片足を掛けて座ったり，鉄棒に片膝を掛けて揺れたりするなど，
して回転したりする動きが身に付くようにするなどの配慮をする。 バランスをとって回転を開始する姿勢をつくったり，体を揺らし
・ 転向前下りの苦手な児童には，ツバメ姿勢から鉄棒上に片足を てから振りの動きを利用して回転したりする動きが身に付くよう
掛けて座ったり，台などを設置して足を台上につけて行ったりして，にするなどの配慮をする。
バランスをとる動きが身に付くようにするなどの配慮をする。 ・ 片足踏み越し下りの苦手な児童には，ツバメ姿勢から鉄棒上
・ 前回り下りの苦手な児童には，ふとん干しなどの鉄棒に腹を掛 に片足を掛けて座ったり，ツバメ姿勢で鉄棒上を横に移動したり，
けて揺れる運動遊びに取り組んだり，補助を受けて回転しやすくし 片手ずつ順手から逆手，逆手から順手に握りかえるなどの運動に
たりして，勢いのつけ方や体を丸めて鉄棒から離さない動きが身に 取り組んだりして，バランスをとって鉄棒上で体を操作するため
付くようにするなどの配慮をする。 の動きが身に付くようにするなどの配慮をする。
・ かかえ込み前回りの苦手な児童には，ふとん干し姿勢から足を ・ 前方支持回転の苦手な児童には，ツバメ姿勢からふとん干し
抱えて揺れたり，支持姿勢からふとん干しを繰り返したりするなど を繰り返したり，補助や補助具で回転しやすくしたりして，勢い
の鉄棒に腹を掛けて揺れる運動遊びに取り組んだり，補助や補助具 のつけ方や体を丸めて鉄棒から離さない動きが身に付くようにす
で回転しやすくしたりして，勢いのつけ方や体を丸めて鉄棒から離 るなどの配慮をする。
さない動きが身に付くようにするなどの配慮をする。 ・ 後方もも掛け回転の苦手な児童には，ツバメ姿勢から鉄棒上
・ 後方片膝掛け回転の苦手な児童には，ツバメ姿勢から鉄棒上に に片足を掛けて座ったり，片足を鉄棒から離したりしながら反対
片足を掛けて座って反対側の足を振ったり，鉄棒に片膝を掛けて揺 側の足を振ったり，また鉄棒に片膝を掛けて揺れたりするなど，
れたりして，バランスをとって回転を開始する姿勢をつくったり， バランスをとって回転を開始する姿勢をつくったり，体を揺らし
体を揺らしてから振りの動きを利用して回転したりする動きが身に てから振りの動きを利用して回転したりする動きが身に付くよう
付くようにするなどの配慮をする。 にするなどの配慮をする。
・ 両膝掛け倒立下りの苦手な児童には，こうもりで揺れたり，足 ・ 両膝掛け振動下りの苦手な児童には，両膝を掛けて体を揺ら
抜き回りなどで鉄棒に足を掛けて逆さまでぶら下がったり，揺れた したり，前を見て両膝を外したりする動きが身に付くように，こ
り，懸垂姿勢から前後に回転したりする運動遊びに取り組み，逆さ うもりで腕や頭を使って体を前後に揺らして前を見たり，二人の
まで体を動かしたり，鉄棒に足を掛けたりする動きが身に付くよう 補助者と手をつないで体を前後に軽く揺らしながら前を見たりす
にするなどの配慮をする。 る運動に取り組めるようにするなどの配慮をする。
・ 補助逆上がりの苦手な児童には，ダンゴムシや足抜き回り，ふ ・ 逆上がりの苦手な児童には，体を鉄棒に引きつける運動に取
とん干しから支持姿勢を繰り返すなどの運動遊びに取り組み，体を り組んだり，補助や補助具を利用して足を振り上げながら後方回
鉄棒に引きつけたり，回転したり，腹支持から起き上がる動きが身 転をしたりして，体を上昇させながら鉄棒に引きつけ回転する動
に付くようにするなどの配慮をする。 きが身に付くようにするなどの配慮をする。
・ かかえ込み後ろ回りの苦手な児童には，ふとん干し姿勢で揺れ ・ 後方支持回転の苦手な児童には，ツバメ姿勢で足を前後に振
たり，ふとん干し姿勢から足を抱えて揺れたりするなどの鉄棒に腹 って体を曲げたり，補助や補助具で回転しやすくしたりして，勢
を掛けて揺れる運動遊びに取り組んだり，補助や補助具で回転しや いのつけ方や体を丸めて回転する動きが身に付くようにするなど
すくしたりして，勢いのつけ方や体を丸めて鉄棒から離さない動き の配慮をする。
が身に付くようにするなどの配慮をする。

工 跳び箱を使った運動遊び ウ 跳び箱運動 ウ 跳び箱運動
跳び箱を使った運動遊びでは，その行い方を知 跳び箱運動では，その行い方を知るとともに，自己の能力に適し 跳び箱運動では，その行い方を理解するとともに，自己の能力

るとともに,跳び箱を使って跳び乗りや跳び下り た切り返し系（開脚跳びなど）や回転系（台上前転など）の基本的 に適した切り返し系や回転系の基本的な技を安定して行ったり，
をして遊んだり,馬 跳びやタイヤ跳びをして遊 な技をすること。また，基本的な技に十分取り組んだ上で，それら その発展技に取り組んだりすること。
んだりすること。 の発展技に取り組むこと。 ［切り返し系 切り返し跳びグループ発展技の例示］
[例示] ［跳び箱上に支持し，回転方向を切り返して跳び越す切り返し系の ○ かかえ込み跳び（更なる発展技：屈身跳び）
○踏み越し跳び 基本的な切り返し跳びグループ技の例示］ ・ 助走から両足で踏み切って着手し，足をかかえ込んで跳び越
・片足で踏み切って跳び箱に跳び乗ったり,ジャ ○ 開脚跳び（発展技：かかえ込み跳び) し着地すること。
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ンプして跳び下りたりすること。 ・ 助走から両足で踏み切り，足を左右に開いて着手し，跳び越え ［回転系 回転跳びグループ発展技の例示］
○支持でまたぎ乗り・またぎ下り,支持で跳び乗 て着地すること。 ○ 伸膝台上前転
り・跳び下り ［跳び箱上を回転しながら跳び越す回転系の基本的な回転跳びグル ・ 助走から両足で強く踏み切り，足を伸ばしたまま腰の位置を
・数歩の助走から両足で踏み切り,跳び箱に両手 ープ技の例示］ 高く保って着手し，前方に回転して着地すること。
を着いてまたぎ乗ったり,またいだ姿勢で腕を支 ○ 台上前転（発展技：伸膝台上前転） ○ 頭はね跳び（更なる発展技：前方屈腕倒立回転跳び）
点に体重を移動させてまたぎ下りたりすること。 ・ 助走から両足で踏み切り，腰の位置を高く保って着手し，前方 ・ 伸膝台上前転を行うように腰を上げ回転し，両手で支えなが
・数歩の助走から両足で踏み切り,跳び箱に両手 に回転して着地すること。 ら頭頂部をつき，尻が頭を越えたら腕と腰を伸ばし，体を反らせ
をついて両足で跳び乗ったり,ジャンプして跳び ○ 首はね跳び（発展技：頭はね跳び） ながら回転すること。
下りたりすること。 ・ 台上前転を行うように回転し，背中が跳び箱についたら腕と腰
○馬跳び,タイヤ跳び を伸ばして体を反らせながらはね起きること。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・両手で支持してまたぎ越すこと。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ かかえ込み跳びの苦手な児童には，マットを数枚重ねた場を

・ 開脚跳びの苦手な児童には，マットを数枚重ねた上に跳び箱 1 設置して，手を着きやすくしたり，跳び越しやすくしたり，体育
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 段を置いて，手を着きやすくしたり，跳び越しやすくしたりして， 館のステージに向かって跳び乗ったりして，跳び越しやすい場で
・ 踏み越し跳びや手を着いてのまたぎ乗りやま 踏み切り − 着手－着地までの動きが身に付くようにするなどの配 踏み切り－着手－着地までの動きが身に付くようにするなどの配
たぎ下り，手を着いての跳び乗りや跳び下りの苦 慮をする。 慮をする。
手な児童には，高さを低くしたり，跳び箱の手前 ・ 台上前転の苦手な児童には，マットを数枚重ねた場で前転した ・ 伸膝台上前転の苦手な児童には，マットを数枚重ねた場や低
に台を置いて跳び乗りやすくしたりして，手で支 り，マット上にテープなどで跳び箱と同じ幅にラインを引いて，ス く設置した跳び箱で腰を上げたり，スピードのある前転をしたり
えたり，跳んだりする動きが身に付くように場を ピードのある前転をしたり，真っ直ぐ回転する前転をしたりして， して，膝を伸ばして回転する動きが身に付くようにするなどの配
設定するなどの配慮をする。 腰を上げて回転する動きが身に付くようにするなどの配慮をする。 慮をする。
・ 馬跳びやタイヤ跳びの苦手な児童には，床で ・ 首はね跳びの苦手な児童には，マットを数枚重ねた場や低く設 ・ 頭はね跳びの苦手な児童には，マットを数枚重ねた場や低く
うさぎ跳びやかえるの足打ち，かえるの逆立ちな 置した跳び箱，ステージなどを利用して体を反らせてブリッジした 設置した跳び箱，ステージを利用して体を反らせてブリッジした
どを行い，手で支えたり，跳んだりする動きが身 り，場でつくった段差と補助を利用して首はね起きを行ったりしな り，場でつくった段差と補助を利用して頭はね起きを行ったりし
に付くようにするなどの配慮をする。 がら，体を反らしてはねたり，手で押したりする動きが身に付くよ ながら，体を反らしてはねたり，手で押したりする動きが身に付

うにするなどの配慮をする。 くようにするなどの配慮をする。

(2) (2) 器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫する (2) 自己の能力に適した課題を見付け，技ができるようになるため (2) 自己の能力に適した課題の解決の仕方や技の組み合わせ方を
思 とともに，考えたことを友達に伝えること。 の活動を工夫するとともに，考えたことを友達に伝えること。 工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること
考
力 ア 固定施設を使った運動遊びやマットを使った ア 自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のための活 ア 自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決の仕方を
，運動遊び，鉄棒を使った運動遊び，跳び箱を使っ 動を選ぶこと。 考えたり，課題に応じた練習の場や段階を選んだりすること。
判 た運動遊びの簡単な遊び方を選ぶこと。 ○ 学習カードや掲示物を使って，自己の能力に適した課題を見付 ○ ＩＣＴ機器を活用して，自己やグループの課題を見付ける例
断 ○ 運動遊びの場や遊び方を選ぶ工夫の例 ける例 ・ タブレットやデジタルカメラなどのＩＣＴ機器を活用して，
力 ・ それぞれの固定施設を使って，ぶら下がった ・ 上手くできたところやできなかったところを、学習カードや掲 動きのポイントと自己や仲間の動きを照らし合わせ，技のできば
，り，逆さ姿勢になったりするなどのいろいろな姿 示物などの連続図に目印や色をつけたり，シールを貼ったりして， えや次の課題を確認するなど，自己の課題を見付けること。
表 勢をとったり，鬼ごっこやじゃんけんをして登り 自己の能力に適した課題を見付けること。 ○ 自己やグループに適した課題を設定して，解決のための活動
現 下りしたりするなど，楽しくできる場や遊び方を ○ 技のできばえを視覚的に振り返って，自己の能力に適した課題 を選ぶ例
力 選ぶこと。 を見付ける例 ・ 見付けた課題を解決するために，複数の場の中から自己の課
等 ・ マットを使った運動遊びでは，坂道やジグザ ・ 手の着く位置や着地する位置に目印を置くなどして，技のでき 題に適した練習の場を選ぶこと。
グなどの複数のコースでいろいろな方向に転がる ばえを視覚的に確認して，自己に適した課題を見付けること。
ことができるような場を選んだり，動物に変身し ○ 技のできばえを振り返り，自己の能力に適した課題を解決する イ 課題の解決のために自己や仲間の考えたことを他者に伝える
て腕で支えながら移動したり，逆さまになったり ための活動を選ぶ例 こと。
する運動遊びの中から，動物の動きを選んだりす ・ 手の着く位置や着地する位置，目線が向く場所などに目印をし ○ 観察し合って見付けたこつやわかったことを伝える例
ること。 て，技のできばえを振り返り，自己の能力に適した課題を解決しや ・ グループの中で互いの役割を決めて観察し合ったり，学習カ
・ 鉄棒を使った運動遊びでは，手や足，腹でぶ すい練習の場を選ぶこと。 ードやＩＣＴ機器を活用したりして，つまずいていた技や演技の
ら下がった姿勢でじゃんけんをしたり，支持して こつやわかったことを，文字や図で書いたり，映像を活用して発
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体を揺らして遠くへ跳ぶ競争をしたりするなど， イ 課題の解決のために考えたことを友達に伝えること。 表したりするなどして，仲間やグループに伝えること。
楽しくできる遊び方を選ぶこと。 ○ 見付けたポイントを伝える例
・ 跳び箱を使った運動遊びでは，走って跳び乗 ・ つまずいていた技が上手にできた際に，わかったことを言葉で
った後，手を叩いたり，回ったりして着地するな 伝えたり，連続図の絵の横に付箋を貼って文字で示したりして伝え
ど，いろいろな着地の仕方を選ぶこと。 ること。
イ 友達のよい動きを見付けたり，考えたりした ○ 目印を置くなどして，友達の技のできばえを伝える例
ことを友達に伝えること。 ・ 友達の手の着く位置や着地の位置，目線の向く場所に目印を置
○ 友達のよい動きを伝える例 いて，動きのできばえを友達に伝えること。
・ 友達のよい動きを擬態・擬音語で表現したり，
学習カードに書いたりす ること。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを (3)運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運動をし (3) 運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をした
学 守り誰とでも仲よく運動をしたり，場や器械・器 たり，友達の考えを認めたり，場や器械・器具の安全に気を付けた り，仲間の考 えや取組を認めたり，場や器械・器具の安全に気
び 具の安全に気を付けたりすること。 りすること。 を配ったりすること。
に
向 ア ぶら下がったり，逆さまになったりするなど ア 回転したり，支持したり，逆位になったりするなど，マット運 ア 膝を伸ばして回転したり，体を真っ直ぐ伸ばして逆さ姿勢に
か のいろいろな姿勢をして遊んだり，動物の真似を 動や鉄棒運動，跳び箱運動の基本的な技に進んで取り組むこと。 なったり，それらの技を組み合わせたりするなど，マット運動，
う して腕で支えながら移動したり，転がったりする イ マットや跳び箱，踏み切り板などの器械・器具の正しい使い方 鉄棒運動及び跳び箱運動の基本的な技や発展技に積極的に取り組
力 など，器械・器具を使っての運動遊びに進んで取 や試技をする前の待ち方，技を観察するときのきまりなどを守り， むこと。
，り組むこと。 誰とでも仲よく励まし合うこと。 イ 互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕方や約束を守
人 イ 器械・器具を使ったいろいろな運動遊びをす ウ 器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にすること。 エ 互 り，仲間と助け合うこと。
間 る際に，順番やきまりを守り，誰とでも仲よくす いの動きを見合ったり補助をし合ったりして，技がうまくできたと ウ 器械・器具の準備や片付けなどで，分担された役割を果たす
性 ること。 きの動き方や気付いたことなどを伝え合う際に，友達の考えを認め こと。
等 ウ 器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒に ること。 エ 技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，課題の解決
すること。 オ 場の危険物を取り除いたり，器械・器具の安全を確かめたりす 方法を工夫したりする際に，仲間の考えや取組を認めること。
エ 転がったり，跳び下りたりするときなどに， るとともに，試技の開始前の安全を確かめること。 オ けがのないように，互いの服装や髪形に気を付けたり，場の
危ないものが無いか，近くに人がいないか，マッ 危険物を取り除いたりするとともに，試技の前後などに器械・器
トや跳び箱などの器械・器具が安全に置かれてい ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 具の安全に気を配ること。
るかなどの場の安全に気を付けること。 ・ 技への恐怖心がある児童には，落ちても痛くないようにマット ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例
◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮の例 を敷いたり，回転しやすいように鉄棒に補助具を付けたりして，場 ・ 痛みへの不安感や技への恐怖心をもつ児童には，ぶつかった
・ 怖くて運動遊びに取り組めない児童には，器 を工夫するなど の配慮をする。 り，落ちたりしても痛くないように，器械・器具の横や下などに
械・器具の高さを変えたり，痛くないように配慮 ・ 技への不安感がある児童には，必要な体の動かし方や運動感覚 マットを敷いたり，補助者を付けたりする場を設定するなどの配
した場を設定したりして，条件を変えた場を複数 が身に付くように，低学年で学習した運動遊びに取り組む場を設定 慮をする。
設置して選択できるようにするなどの配慮をす するなどの配慮をする。 ・ 技に対する苦手意識が強い児童には，必要な体の動かし方や
る。 ・ 技に繰り返し取り組もうとしない児童には，着地位置に目印を 運動感覚が身に付くように，取り組む技と類似した動き方をする
・ 自信がもてない児童には，成功回数が多くな 置いて自己評価をできるようにしたり，ゲーム化した運動遊びにグ 運動遊びに取り組む時間や場を設定するなどの配慮をする。
る簡単な運動遊びを取り入れたり，できたことを ループで取り組めるようにしたりするなどの配慮をする。 ・ 仲間とうまく関わって学習を進めることが難しい児童には，
称賛したりして，肯定的な働きかけができるよう ・ 友達とうまく関わって学習することができない児童には，手や 技を観察するポイントや位置を示し，気付いたことなどを仲間に
にするなどの配慮をする。 足の位置に目印を置いたり，回数を数えたりする役割ができるよう 伝える時間や場を設定するなどの配慮をする。
・ 恥ずかしがる児童には，二人組で手をつない にするなどの配慮をする。 ・ 既に基本的な技を安定して行えるようになった児童には，発
で跳び下りたり，集団で転がったりできる運動遊 展技に挑戦したり，できる技を組み合わせたりして，新たな課題
びを取り入れたりして，友達と一緒に運動する楽 に取り組むことができる時間や場を設定するなどの配慮をする。
しさを味わえるようにするなどの配慮をする。


